
■北海学園大が帯広畜産大を下して連勝。室蘭工業大も東京農業大に逆転勝ち 

春季オープン戦は第３日の６月３０日、札幌市清田区の北海学園清田グラウンドで２試
合を行った。室蘭工業大はＲＢ冨樫司（４年、札幌清田高）とＲＢ友田悠斗（３年、岡
山・玉島高）のＴＤランで１５－６と東京農業大を下した。第２試合は北海学園大がＲＢ
高杉武生（４年、浦河高）の２ＴＤランなどで、帯広畜産大に４１－７で快勝した。北海
学園大はオープン戦２連勝となった。 

第１試合は、昨年の秋季リーグ１部で５位の室蘭工業大と、２部で優勝し、入れ替え戦
も制して２年ぶりの１部復帰を決めた東京農業大。ともに２年生ＱＢが先発し、その指揮
ぶりが注目の一戦となった。 

先手を取ったのは東京農業大。第１Ｑ３分、ＱＢ関
叶翔（２年、茨木・日立北高）からＷＲ浅川夏暉（２
年、東京・安田学園高）への１７ヤードパスで６－０
と先制した。室蘭工業大の追い上げは第２Ｑ５分。Ｑ
Ｂ原田颯太（２年、岡山・倉敷天城高）からＴＥ宍戸
蓮旺（４年、札幌日大高）へのパスなどで前進し、最後
はＲＢ冨樫の７ヤードランで同点とした。その２分後
にはＤＬ渡辺昭彦（２年、鳥取・倉吉東高）が相手Ｑ
Ｂをエンドゾーン内でタックルしてセーフティーの２点
を加えて逆転した。さらに、第４Ｑ１０分にＲＢ友田の
４０ヤードＴＤランで１５－６とリードを広げた。 

室蘭工業大の半沢伸太
郎監督は「ＱＢが頑張った。友田も一番元気良く頑
張った。秋に向け細かなミスを無くしたい」と手ごた
えを強調した。ＴＤランに加えてＬＢの守備でもイン
ターセプトを決めたＲＢ友田は「インターセプトは狙っ
ていた。ＴＤランはブロッカーをうまく使えた。秋に
向けてもっとパワーを付けたい」と言葉を弾ませた。 

第２試合は、昨年の秋季リーグ準優勝で攻撃力に勝る
北海学園大が、前年３位ながら選手１６人の帯広畜産
大を圧倒した。 

北海学園大は第１Ｑ３分、ＱＢ成田滉佑（３年）がＷＲ五十嵐勇星（１年、札幌啓成
高）へ３ヤードパスを決めて先制。第２Ｑに逆転を許すが、第３Ｑ４分、ＱＢ成田滉の１
ヤードキープで１４－７と再逆転すると、同７分にＲＢ高杉武生（４年、浦河高）の１１



ヤードラン、第４Ｑ開始直後にもＲＢ高杉が
６ヤードランで２７－７と加点した。同５分
にはＲＢ上野捷真（１年、北広島高）の５
ヤードラン、同１０分にもＲＢ末広大貴（１
年、北海高）の１ヤードランでリードを広げ
た。帯広畜産大は第２Ｑ８分、ＷＲ／ＤＢ平
紘大（２年、帯広柏葉高）のインターセプト
で得た好機にＲＢ西山倖生（２年、札幌光星
高）の１ヤードランで逆転したが、その後は
北海学園大守備に反撃を封じられた。 

北海学園大の高木幸樹ヘッドコーチは「今日は１年生
がいっぱい活躍したのが収穫。ＱＢ成田滉は一層の成長
を」と新司令塔に期待を込めた。ＴＤパスとランでチー
ムを引っ張ったＱＢ成田滉は「前半はゲームを壊してい
た。投げミスもあった。次は１発目からきちんとプレー
したい」と反省を忘れなかった。一方、帯広畜産大の外
崎智文主将（４年、大野農業高）も「１年生選手が使え
た」と新戦力を歓迎。先発ＱＢの岡田優人（２年、神奈
川・横浜東高）は「去年の最終戦以来の先発。冬の練習
に励んできた。秋は強力なランを生かし、パスも通した
い」と決意していた。


